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▼140号〈特集：新潟大学学長インタビュー〉

▼141号〈特集：総合大学としての新潟大学の魅力〉

▼142号〈特集：総合大学の魅力－すべてが教材－〉

▼143号〈特集：卒業、退官〉

バックナンバーが欲しい方は、事務局の学生部
学生課まで受け取りに来て下さい。

広報委員会第１部会

● 部会長 仙石　正和（学長特別補佐） Tel 262-6751 sengoku＠ie.

● 編集委員長 寺田　員人（歯学部） Tel 227-2975 tera＠dent.

● 委　員 井山　弘幸（人文学部） Tel 262-6573 hrykiym@human.ge.

石坂　妙子（教育人間科学部） Tel 262-7116 ishizaka＠ed.

谷　　喬夫（法学部） Tel 262-6493

濱田　弘潤（経済学部） Tel 262-6538 khamada＠econ.

石田　昭男（理学部） Tel 262-6145 ishida＠sc.

山内　春夫（医学部） Tel 227-2141 daba＠med.

川瀬　知之（歯学部） Tel 227-2845 kawase＠dent.

谷口　正之（工学部） Tel 262-6716 mtanig＠eng.

青柳　　斉（農学部） Tel 262-6626 qingliu＠agr.

藤野　邦夫（医療技術短期大学部） Tel 227-2362 fujino＠clg.

● 事務局（学生部） Tel 262-7330  Fax 262-7515 gakusei＠adm.
（E-mailのアドレスは、niigata-u.ac.jpの標記を省略しています。）

● 新潟大学ホームページ　　　　http://www.niigata-u.ac.jp/

● 新潟大学学生部ホームページ　http://ksws1.ge.niigata-u.ac.jp

入学おめでとうございます。144号は、新入生を対象に先輩学生の協
力を得て作成しました。第一印象は大きいです。入学直後の戸惑いを減
らし、大学生活を楽しく始めることで、その後の大学生活も楽しいもの
になることでしょう。新大広報に掲載されていないキャンパスの名所を
発見してください。これからも新大広報をご愛読願います。

（寺田）

キャンパス植物歳時記
新大の大きな樹¢
農学部前のヒマラヤスギ（表紙写真）

農学部の前庭には５階の高さにまで達す
るヒマラヤスギ（別名ヒマラヤシーダー）
が並んでいる。自然分布はチベットから
ヒマラヤ山脈周辺、そしてアフガニスタ
ンの海抜1500m以上の山地である。自
然木では高さ60m、幹回り3mにまで成

長するらしい。日本には明治時代に緑化木として移入され、その樹形の美しさから
庭園樹としてよく植えられてきた。ヒマラヤスギの球果はクロマツの球果の数倍の
大きさにまで成長するが、樹上で鱗片がバラバラになってしまうので、地上に落下
したヒマラヤスギの「マツボックリ」を見ることはできない。紙谷智彦（農学部）

この広報は再生紙を使用しています。

写真を撮ることでキャンパス内の様々な
顔を見ることができた気がしました。今
まで知らなかった場所も発見できました。
ぜひキャンパス内を歩き回りましょう。

教育人間科学部　3年　大島康輔

編集に関わることで、2年間大学生活をし
ていて知らなかったことを知りました。
また、人にインタビューすることの大変
さ、難しさを知りました。

教育人間科学部　3年　小笠原将臣

大学の中にも、自分の知らないものがあ
り、興味深いものがあることを知りまし
た。大学のさまざまな人達にあい、話を
聞くことができてよかったです。

教育人間科学部　3年　谷　謙治

居場所は、自分が主体的に活動してこそ
つくることができるものだと思います。
しかし、無理をすることではありません。
自分なりの居心地の良い居場所をつくり、
よりよい学生生活を送りましょう。

教育人間科学部　3年　深石温子

「伝える」難しさ、奥深さを学ぶことがで
きました。うーん、写真も文章も難しい
……。

教育人間科学部　3年　宮崎道名

※連載しておりました「世界の都市」は
今回お休みしました。
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広報誌と聞くと平凡でつまらぬものと相場は決まっていて、本誌の編
集に参加させて頂いた当初は、正直言って相場の顔をしておりました。
ところが実際に取材と編集に当たった有志の学生グループの熱心な取り
組みに接し、こうしてできた若いセンスあふれる誌面をみると、これは
相場のイメージを変える必要があると驚きつつ深く反省しました。

（井山）

新大広報の編集は初めての担当でしたので、有志の学生たちの活気溢
れる編集活動に圧倒されてしまいました。ほとんどお役に立てなかった
感じではありますが、できあがった144号は、大学キャンパスを余すと
ころなく紹介してあり、良いものに仕上がったと自画自賛しております。
新入生が手に取ることで新潟大学をよりよく知っていただければと思い
ます。 （濱田）


